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渡辺 靖
（
り
〕
リ
ド
の
人
気
＝
は
デ
〓
―

デ
　
ク
ル
ー
ニ
ー
が
よ
同
脚
木

・
雑

答
を
わ
め
た
公
開
中
の
映
向

「ダ
■

ド
サ
イ
ト
ミ
ダ
リ
ド
ラ
ッ
ク
」
を
死

た
　
―
中
５
中
年
代
初
頭
の
米
国
を

獲

っ
た

「示
狩
”

一度
共
に
十
義
ヒ

ス
テ
リ
ー
≡
」
”
占
謀
者
デ
コ
七
フ

マ
ツ
カ
ー
シ
ー
上
院
議
共
に

！イー

し
　
殺
然
と
■
ち
向
か
っ
た
国
民
的

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
、

エ
ト
ワ
ー

ド

・
マ
ロ
ー
か
エ
ム
ぶ
だ

「水
回
は
、

同
内
の
自
由
を
な
ｔｉ

０
コ
中
コ
ロｏ
コ

浜
性

ョ
０
電

り

０
「
０
」
ｏ
Ｃ
Ｐ

わたな/( やすし 慶 応大学
生l‐1■化メ、類学 ア メ )力い
■Ⅲ Ⅲ F年′モまれ:=さ に 「ア
フター・アメリカ_な どt

米「

こ
の

一
師
は

一車
実
こ
そ
最
史
の

官
伝
で
あ
り
、

虚
偽
■
最
感
で
あ

る

一

「神
い
政
策
を
巧
み
に
年
は
す

る
こ
と
と
、

過
ち
を
よ
り
深
刻
に
す

る
た
い
で
あ
る
」
と
い
っ
た
、

い
わ

に
も
マ
ロ
ー
●
し
い
言
準
と
Ｌ
も

に
、

小
ブ
リ
ッ
ク

「
デ
ィ
プ
ロ
マ
ン

―
の
要
前
と
し
て
今
で
も
よ
く
引
か

れ
て
い
る
≡

米
国
の
安
４
な
ら
び
に
政
策
環
境
を

と
え
る
た
め
に
も
、

こ
の
地
域
に
渦

を
く
反
木
ぼ
情
の
改
革
は
欠
か
せ
な

ｔｉ
ｔ
ｌ

●
‐‐
同
時
多
発
テ
ロ
後
、

ブ

リ
ン
ュ
政
権
は

「最
優
先
「
家
戦

略
」
の

一
環
と
し
て
、　
一ラ
ジ
オ

・

サ
ワ
」
や
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「ア
■
フ
ー
ラ
」
を
創
設
、

古
キ
向

，
雑
誌

「
ハ
イ
ー
」
を
発
行
す
る
な

ど
、

米
画
の
〓
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、

れ
会
の
魅
力
を
ブ
ラ
ン
ド
化

し
、

イ
ス
ラ
ム
の
人
々
の
心
を
つ
か

も
う
Ｌ
し
た
。

ま
た
、

米
国
が
イ
ス
ラ
ム
教
を
敵

祖
し
て
い
な
い
こ
Ｌ
を
示
す
テ
！
ビ

広
告
も
女
映
さ
れ
た
．

ハ
ン
賊
人
、

キ
枝
幾
帥
、

取
急
Ｌ
療
■
、

デ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ど、
キ
女
の
キ
生
、

政
府
官
僚

を
し
て
い
る
う
人
の
イ
ス
ラ
ム
系
米

国
人
が
、

米
国
社
会
の
売
各
さ
を
ア

ヒ
ー
，
す
る
も
”
だ
■

し
か
し
ヽ

こ

の
広
告
に
は
米
国
内
か
ら
も
物
議
が

鷹
さ
れ
た
「

米
国
の
イ
ス
ラ
ム
系

≡‐ｌｊ

民
を
取
り
き
く

「負
の
現
実
」
か
隠

綾
さ
れ
て
い
る
工
」、
う
の
か
そ
の
理

山
だ
．

現
れ
　
イ
ス
ラ
ム
系
米
円
人
の
数

■
―
向
”
”
人
と
も
ｔ‐
わ
れ
、

大
都

■
を
中
心
に
増
加
の
　
進
に
あ
り
、

数
年
内
に
と
ユ
年
十
系
を
注
ｔ
こ
と

が
確
実
れ
さ
れ
て
ｔ‐
る
一

う
ち
呉
人

の
改
宗
者
が
４
分
の
１
を
高
め
て
い

る
の
か
特
徴
だ
が
、

そ
の
背
景
に

は
、

米
国
社
会
の
底
辺
や
周
縁
に
■

き
る
人
々
の
深
い
絶
望
感
が
あ
る
。

同
時
多
発
チ
ロ
の
後
、

ブ
リ
ン
ュ
水

統
領
は
た
た
ち
に
市
町
を
発
表
し
、

ア
ラ
ブ
系

一キ
リ
ス
ト
教
が
■
流
）

や
イ
ス
ラ
ム
系
へ
の
敵
対
行
為
に
対

し
て
警
缶
を
鳴
ら
し
た
）

し
か
し
、

（
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

（胆
恵
犯
坪
ヤ
や

人
権
侵
営
は
後
を
絶
た
ず
、　

再
ヽ
ッ

カ
ー
ン
ー
の
晴
黒
時
代
の
市
来
」
と

称
す
る
声
さ
え
あ
っ
た
。

先
月
発
表
さ
れ
た
米
国
の
政
府
説

明
責
任
局

（
Ｃ
Ａ
Ｏ
）
の
報
告
書

は
、

再
類
の
予
算
を
投
じ
た
こ
う
し

た
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
か
こ
と
ご
と
く

「失
敗
」
し
て
い
る
と
厳
し
く
批
判

し
た
う
え
で
、

，
十
１
ナ
リ
ス
ト
や

政
市
家
、

教
帥
、

学
生
の
円
降
資

流
、

外
国
語
学
脅
の
重
要
性
な
ど
を

指
摘
し
て
い
る
≡

　

方
的
な
情
報
捉

供
で
は
な
く
、

対
市
や
交
流
を
通
！

て
，
い
の
誤
解
や
価
見
を
解
い
て
い

く
こ
と
こ
そ
急
務
と
い
う
わ
け
だ
．

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

こ
ん
だ

他
拓
理
解
か
ら
は
在
ん
だ
外
資
政
策

し
か
■
ま
れ
な
い
と
い
う
語
講
で
あ

り
、

単
な
る
情
報
量
や
Ｐ
ｉｔ
域
陥
の

問
題
に
媛
小
化
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
反
省
で
あ
る
．

マ
ロ
ー
の
名
古
を
思
い
出
す
「

「情
報
　
　
を
５
千
，
な
り
１
万
卜．

動
か
す
こ
と
か
重
要
な
の
で
は
な

い
一

そ
ん
な
こ
と
は
電
気
的
な
問
題

に
す
ぎ
な
い
。

国
際
１‐
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
連
鎖
を
決
定
的
に
連
結
さ

せ
る
も
の
は
、

個
人
的
な
技
触
を
最

挙
の
か
た
ち
で
橋
遊
し
す
る
泉
後
の

う
百

（約
１
ド
）
、

す
な
わ
ち
他
者

と
の
対
話
で
あ
る
・

昨
今
、

水
同
で
も
十‐
な
で
も
、

円

際
交
流
事
業
に
公
的
資
金
か
用
い
う

れ
る
際
、　

一国
民
の
税
金
な
の
だ
か

ら
一
と
い
う
論
理
の
も
と
、

由
国
の

政
策
に
批
判
的
な
テ
ー
マ
や
意
蛇
、

参
加
者
か
排
除
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

よ
う
だ
。

し
か
し
、

そ
れ
は
今
回
の
情
韓
＝

会
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
い
て

を
く
の
逆
効
単
で
し
か
な
い
一

〓

た
、

市
民
社
会
か
ら
地
域
連
合
、

″

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
至
る
ま
で
、

配
慮

す
べ
き

一
ハ
ブ
リ
ッ
ク
」
か
多
様
に

垂
な
り
合
う
今
日
に
あ
っ
て
視
野
が

狭
量
す
ぎ
る
！

マ
ロ
ー
と
も
規
〓
が
あ
り
、

わ
せ

次
世
界
大
戦
後
の
日
米
交
流
に
も
氏

献
し
て
き
た
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
田
学
制

度
の
提
』
と
と
し
て
も
有
こ
Ｌ
Ｊ

や

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ブ
ル
ブ
ラ
イ
ト
Ｌ
峡

議
員
は
、

マ
ロ
ー
が
Ｌ
官
に
就
任
し

た
同
年
、

Ｌ
院
外
支
委
会
長
と
し
て

声
明
を
発
差
し
た
，　

一私
は
米
国
の

教
育

・
文
化
交
流
事
業
が
岐
い
を
す

る
た
め
の
武
器
や
手
段
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
を
強
く
声
定
す
る
」

そ
れ
は

一は
じ
め
に
載
い
わ
〕

さ
」
Ｌ
い
う
小
ワ
ー

・
ゲ
ー
ム
的
な

発
想
の
危
う
さ
を
説
く
も
の
で
あ
る

と
同
時
に
、

今
日
的
状
況
へ
の
袴
旬

の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

モ
め
一
ブ
リ
ッ
ク
　
デ
ィ
ア
ロ
マ

ン
ー
の
“
価
が
、

今
日
　
最
も
岡
わ

れ
て
い
る
の
が
イ
ス
ラ
ム
地
域
だ
］

０
　
「
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
直
後
に
バ
キ
ス
タ
ン
て
起
き
た
反

米
デ
モ
　
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
学
生
た
ち
が

「打
倒
米
国
」
を

叫
ん
だ
　
十‐‐
“
，
用
勇
日
、

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
で
、

仙
波
理
撮
影
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